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会長挨拶

石橋信義 (佐資大農学部)

会長は今年 1年で解放されると思うと、

嬉 しくもありまた反面、十分やってこな

かった自責の念にもかられます。先ず当

初の課題として、日本学術会議に入会す

ることが果たされていない。これは順番

待ちということもあるかもしれないが、

直ちに加入すべき作業に入ったかと問わ

れると、申し訳ないと平謝りするしかあ

りません。 さらに進んで私達 はFNS

(International Federation of Nelnatology

Sociedes)に も加入すべきですが、順序が

逆になって、このほうが先になるでしょ

う。IFNSとは世界の線虫学を更に発展さ

せるため、SON,ESN,OlttAの 代表数人で

進め られて きま したが、他 に世界で 8つ

の線虫学会が考え方を同じにしておりま

す。従って、合計 11の 線虫学会で結成

しようとしているところです。本連盟の

目的とするところは、単純に"To l■crease

and advance tte science of Nenlatology

world、vide through increased Commumcaton

and Collaboradon.いですが、発想の動機は欧

米を中心とした農業先進国 (日本 も入

る)で の線虫学に対する危機感からきた

ものと私は考えます。SON年 次大会での

お茶のみ話でも世界的な不景気 (アメリ

カは最近多少持ち直 しているが)か ら来

る研究費の削減、ポス ト確保の困難性、

研究後継者の減少など先々が憂えること

ばかり話題になってきました。だからと

いって線虫学が将来不要になるものでは

ない。農業線虫類による被害は全 く軽減

されていないし、加えて陸界水界とも生
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態系維持のために線虫類が如何に重要な

存在であるかも認識されてきました。既

に基礎生物学のモデル生物としての座は

定着 しています。でも私達は線虫学 と

我々線虫学者のサバイバルを共通意識と

せざるを得ないのです。本年 7月 に開催

され る第 3回 国際線 虫学会 コMNC

(Guadeloupe)で、IFNSの発足が予定され

ています。去る 1月私は評議員、編集委

員にIFNS加盟について意見を求めました。

全部から返答はきていませんが (7名 あ

り)、 反対意見はありません。今のとこ

ろ 、 IFNS加 盟 と 2002年  Worid

Congress of Ncmatolo野(wCめ の開催場所

とは連動 していませんが、 2002年 の

WCNは 、IFNSを 上台にして開催 しようと

する意向は当然あります。まだまだ先の

話ですが、 日本で国際会議を開催するこ

とには、む しろ消極的な方 もお ります。

それはそれなりの理由もあるでしょう。

でもこういうことを機会に日本やアジア

の線虫学をもっと盛 り上げていこうとい

う気持ちになれないものだろうか。つま

り日本だけの問題ではなく、アジアの線

虫学という立場から考慮すべき課題と思

われます。話は変わりますが、 1998

年 8月 23-27日 札幌で国際無脊椎動

物病理学会が開催されます。私はこのな

かで線虫のセクションを世話することに

なっていますので、去る3月 、カリフォ

ルニア大学のKtta教授とラ トガーズ大学

のGauglcr教授が来日した際、この国際会

議での線虫関連シンポジウムの持ち方に

ついて相談 しました。まだ具体的には何

もできていませんが、アジアで開催され

るということにもその意義を持つべきで

あるというのが共通 した提案で した。

WCNも 、もし日本で開催するなら、なる

べ くアジアの研究者にも門戸を開いた企

画を取るべきと考えています。

昨年 10月 佐賀大学で開催 した線虫学

会は、成功裡に終了しましたことを皆様

に御礼申し上げます。今年は筑波で開催

されますが、来年はどこでやるかそろそ

ろ検討 していかねばならないでしょう。

このような会議は参加者がある程度多い

ほど、資金面の都合はつきやすいもので

す。地方都市には地域産業振興や観光誘

致などで学会等の開催に援助 してくれる

ところがあります。 しかしそれには参加

者がある程度以上なければ援助 してくれ

ません。これからも地方都市での開催に

はできるだけ参加してください。

最後にちょっと云いにくいことを提案

しなければなりませんが、先に述べまし

たように本学会は、日本学術会議や IFNS

に加入しなければ一人前とは言えません。

IFNSが結成されますと、一人当たり1ド

ル、学会として約 3万 円上納金を納めな

ければなりません。学術会議も2-3万

円程度払うことになりますが、合計 して
一人当たり2-300円 の負担となるで

しょう。従って、この際 500円 ぐらい

の会費値上げは遠からず余儀なくされる

と考えてお ります。一方、Socieけof

Ncmatologists(SOめの会費も十人当たり5

0Sに 値上げされます (学生は258)。

私個人の考えですが、本会費が 3, 00

0円 になるようだったら、学生は半額に

することも可能と思っております。

会費値上げよりも、学会誌への投稿原

稿が少ないことが問題かもしれません。

皆さんどしどし投稿 して下さい。日本の

線虫学の発展の為にご健問を折ります。
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E事務局から]

1996年 度 日本線虫学会
大会のお知らせ

1996年度本会大会を下記の通 り開催い

たします。大会に関するお問い合わせは、

本大会事務局 (〒305つ くば市観音台3-

1-1農 業研究センター 線虫害研究室内

目巳高舌:0298-38-8839,  FAX:0298-38-8837)

までお願いします。

1.日 程 :

1996年10月14日 (月)

13:00～17:00 総 会、シンポジウム、お

よび一般講演

*シ ンポジウムは 「線虫学の今後を

探る (仮題)」 を予定。

17:30～19:30 懇 親会

10月15日 (火)

9:00～12:00 -般 講演

13:00～16:00 エ クスカーション (つく

ば周辺現地回場又は民間研究所を予定)

2口 会場 :

1)大会 :つ くば研究支援センター (案内図

はp.12にあります。)

(つくば市千現 2-1-6)

2)懇親会 :同センター内レス トラン 「ラン

ブロヮジー ドゥカゲッロウ」

*一 昨年の会場 (科学技術庁研究交流

センター)と は異なりますので、ご注意

ください。

3.参 加費 :

大会参加費 2,000円、懇親会費6,000円。

エクスカーション無料。

4.参 加及び講演申し込み :

大会参加及び識演を希望される方は、

1996年8月31日 (消印有効)ま でに、参加

費を添えて本会事務局までお申し込み下

さいと送金は、同封の郵便振替用紙 (日

座名 :日本線虫学会大会事務局、日座番

号 :00150‐9‐163566)をご利用下さい。な

おこの振替日座は、事務的混乱を避ける

ため、年会費等とは別の日座となってい

ますので、お間違えのないようお願い し

ます。振込用紙の通信欄に必ず、講演の

有無、エクスカーション参加希望の有無

をお書き添え下さい。

5.講 演発表 :

講演申し込みは一人一題とし、本会会

員に限ります。講演発表は、討論時間を

含めて一題15分を予定 していますが、申

し込み数によって多少変更することがあ

ります。講演に使用する図表などは351111n

のスライ ドとし、識演一題につき10枚以

内として下さい。各スライ ドの光源側に

は、講演番号、演者名、挿入方向矢印

(または赤線)、 映写番号を付けて下さ

い。

6口 講演要旨の作成 :

識演要旨は、1996年8月31日までに農業

環境技術研究所 線虫 。小動物研究室にお

送り下さい (〒305つ くば市観音台3-1-1

農業環境技術研究所 線虫 ・小動物研究室

電話:0298-38-8316)。大会事務局 (農研

センター)で は講演要旨を受け付けませ

画面は倒立

201     根 真戸 唾
(講演番号)   (氏 名)
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んので、くれぐれもお間違いのないよう

お願い申しあげます。講演要旨は、B5判

横書き、 1行45字、全体700字以内を目安

に作成 して下さい。要旨には、 1行 日か

ら日本語で演者名、続けて括弧 ()内 に

所属、一字空けて演題、一字空けて上記

の事項の英文表記を続けて記載 して下さ

い。本分は行を改めて次の行から始めて

下さい。上下左右の余白を2.5cmとして下

さい。講演要旨集は送付された用紙をそ

のまま写真製版 して作成 します。見本

(付図)も 参照 して作成されるようお願

いします。講演要旨集は大会時に参加者

に配布するとともに、日本線虫学会誌27

巻に掲載いたします。

7ロ プログラム :

大会プログラムは、本年 9月 発行予定

の本会ニュース第8号 に掲載いたします。

8.宿 泊等 :

本会としては宿泊施設の幹旋はいたし

ませんので、各自手配をお願いします。

参考までに会場周辺の宿泊施設を下に紹

介 しました。所在地は本ニュースp.12

の地図でご確認下さい。料金は古いデー

タですので、これより多少高めと思われ

ます。つ くば市内及び周辺には下記以外

にも宿泊施設は多くありますが、つ くば

市内の公共交通の便が大変悪いので、会

場と離れている施設を利用する場合は、

会場までの送迎の可否についてホテルに

お問い合わせいただいた方がよいかと思

います。

9口交通 :

つ くば市までは、高速バス (東京駅始

発)あ るいはJR常磐線 (上野駅始発 :荒

川沖駅または土浦駅下車)を ご利用下さ

い。なお、JR牛久駅から会場方面へのバ

スは、朝夕それぞれ2便程度ですので、こ

こでは下車しないほうがよいと思います。

大会及び懇親会の会場 (つ くば研究支

援センター)は 、バスター ミナル 「つ く

ばセンター」から歩行者専用道路を通っ

て約2.5km南にあります。 「つ くばセ ン

ター」からタクシーを利用となります。

つ くば市内には類似の名称の施設がいく

つかありますので、タクシー利用の際は

お間違いのないようご注意下さい。

1)高 速バス :東 京駅八重洲南 日か ら

「つ くばセンター」行きが15分間隔で出

ています (最終便23:00)。途中 「並木 1

丁目」下車 (所要時間約1時間、料金1、

230円)、 徒歩約15分です。なお、 「つ く

ばセンター」から上野駅経由東京駅に行

くバスは、早朝の便を除き、都内の交通

渋滞のため上野駅到着までの所要時間が2
～3時間となりますのでご注意下さい。

2)JR荒 川沖駅 :東 日から 「つくばセン

ター」経由 「筑波大学中央」行きバスが

15～30分おきにあ ります(最終21:52)。

「機械技術研究所」で下車 (所要時間約

20分 、 料 金 340円 )、 徒 歩 約 10分

(0.8km)です。タクシーでは、西日から

約2,500円です。

3)自 家用車 :「常磐自動車道」を利用

される場合は、谷田部 (やたべ)ま たは

桜 ・土浦インターチェンジで降りて、研

究学園都市方面に向かいます。会場は、

学園東大通りと学園西大通りにはさまれ、

「洞峰公園」沿いの通りに面 しており、

これを目標に進むと分かりやすいと思い

ます。無料の駐車場があり、利用できま

す。
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[宿泊施設名] [所在地:つくば市][電 話 :0298-] [料 金 ]

①筑波第一ホテル

②ビジネスホテル松島

③ホテルグランド東雲

④つくばスカイホテル

⑤ホテルニュー高橋竹園店

⑥デイリーイン筑波学園

④学園桜井ホテル

③ビジネス旅館二の官

③ペンション学園

①筑波マルニホテル

①旭屋ホテル学園

②ホテル時計台

吾妻1丁目

小野崎494‐2

小野崎涌井488‐1

小野崎283‐1

竹園2‐10‐3

千現1‐12‐4

東新井3011

二の宮3‐8‐6

二の宮2-12‐5

二の宮3‐24‐12

二の宮3‐24‐14

二の官3‐24‐9

52‐1112

56‐1191

56‐2211

56‐5111

51‐2255

51‐6341

51‐3611

52‐5811

52‐8603

52‐0502

55‐0311

52‐1123

172室

28室ばE10)

75室(和6)

76室何由6)

50室行日20)

94宮ま(本I19)

68室何回4)

12室行日10)

21室存口8)

18室

32乞き(呑l119)

27とき

¥_9,200より

¥6,000より(2食付)

¥7,130より

¥6,200より

¥5,900より(2食付)

¥5,500より

¥5,800より

¥4,800より(2食付)

¥5,000より

¥6,000より

¥8,000より(2食付)

¥5,000より

会議編集事務局移転のお知 らせ

この4月 の人事異動に伴い、日本線虫

学会誌の編集事務局が、農業環境技術研

究所から農業研究センターにかわりまし

た。会誌への投稿論文は下記の編集事務

局宛にお送 りください。会員の皆様から

の投稿をお待ちしております。

〒305茨城県つ くば市観音台3‐1-1

農業研究センター

プロジェク ト研究第 2チ ーム内

日本線虫学会誌編集事務局

Te1 0298‐38‐8840

E記 事 コ

広島県の線虫発生事情

星野 滋 (広島県立農業技術センター)

今か ら2年 前 (1994年)に病害虫防除所

から農業技術センターヘ配置換えとなり、

ダイ コ ンの キ タネ グサ レセ ンチ ュ ウ

律招伊rcれcヵ″s″ ′■etrans)の防除に関する

試験研究課題の担当となった。当時まで、

広島県における植物寄生性線虫の発生状

況については、ほとんど把握 されていな

かった。 しか し、昨年の10月か ら12月ま

で農林水産省九州農業試験場地域基盤研

究部線虫制御研究室に依頼研究員研修で

お世話になったことで、 「線虫研修を受

けて帰ってきた」という世評も幸いして、

県内における線虫全般に関する情報が農
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業技術センターに集まるようになった。

広島県の北束部に位置する夏ダイコン

産地 ―比婆郡高野町一が、私のフィール

ドである。 この産地は他県の産地 と比べ

ると、キタネグサレセンチュウの密度は

低い。しか し、キタネグサレセンチュウ

の被害により耕作を放棄 した囲場もみら

れている。また、新 しく開発された圃場

での発生は認められていないが、本種の

侵入による被害の発生が懸念されている。

そのため、現在の密度 レベルを今後とも

維持するよう対策を早急に確立する必要

がある。1994年から環境保全型農業推進

事業の一環として、地域農業改良普及セ

ンターや JAと ともに対抗植物エンバク

(品種 :ヘ イオーツ)に よる密度抑制効

果を検討 し、現地普及を目拍 して研究中

である。また、県南部の島しょ部にある

冬碁ダイコン産地 (安芸郡倉橋町)に お

いても、キタネグサレセンチュウの発生

による品質低下が近年問題となっており、

対抗植物の導入が計画されている。
一 方 、 ネ コ プ セ ン チ ュ ウ 類

(M夕わ′負o轡■c sp,)の被害が、露地栽培

ではキヌサヤエンドウなどで、施設栽培

ではメロン、キュウリなどで認められる

ようになっている。 トマ ト (品種 :ハ ウ

ス桃太郎)で も本種のゴール形成を確認

しており、特に1994年には県北部 (山県

郡千代田町)の 雨よけ栽培の夏秋 トマ ト

で、サツマイモネコプセ ンチュウ (M

′″C昭が筋)に よる枯死を確認した。

1995年7月に広島県沿岸部の水田 (主に

豊田部安芸津町)に 「ほたるいもち」が

発生 していると地域農業改良普及セン

ターから情報が入った。8月に普及員に穂

ぞろい期の稲株を採取 してもらい、モ ミ

と止葉からベルマン法 (室温96時間)で

線虫の分離を試みた。その結果、採取 じ

た柄株のモ ミからイネシンガレセンチュ

ウ (々カタた″訪Jθ′姥sθγαか が分離された。

ただし、被害水田への伝搬経路は不明で

ある。

県内屈指の施設野菜産地でもある倉橋

町では現在、ネコブセンチュウ類の防除

対策として、臭化メチル、クロルピクリ

ン、ネマクロベン、サイロンなどを使用

している。 しか し、臭化メチルの使用制

限 。2010年全廃の動きや、できるだけイを

学農薬の使用を控えたい農家の意向によ

り、殺線虫剤だけの防除から耕極的防除

法を組み合わせた総合防除体系が志向さ

れつつある。このため、1995年から地域

農業改良普及センターと協力 し、対抗植

物のギエアグラス (ナツカゼ)や サンヘ

ンプ (クロタラリア 。ジュンセア)に よ

る密度抑制効果の現地実証や臭化メチル

代替剤の検討を行っている。

なお、現在のところ、九州地方で問題

となっているイチゴのクル ミネグサレセ

ンチュウ (P7切ヅ切c/4″ざツ″筋″s)や 静岡県

で報告されたキクのキタネグサ レセン

チュウの発生は、広島県内では確認 して

いない。本年から野菜および花きの主要

産地において、センチュウ類の発生実態

調査を行う予定である。今後とも植物寄

生性線虫の発生分布を継続調査するとと

も に 、 総 合 的 線 虫 管 理 (Ictegrated

Nematoda Mallagcment)の確立を啓発し、

野菜産地の持続的安定生産 (Sustttable

Agriculturc)に線虫研究者として微力なが

ら貢献していきたい。     、
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農研センターで研修を受けて

中野昭雄 (徳島県立農業試験場)

咋年の 9月 末から3か 月間、農研セン

ター線虫害研究室で農林水産省の依頼研

究員として研修を受けました。研修期間

中は清水室長を始め、研究員の方々には

大変お世話になりました。この場をお借

りいたしまして御礼申し上げます。

さて、私が線虫と出会ったのは6年 前

のことです。そのきっかけは農業試験場

に赴任 してそうそうに、ハスモンヨトウ

の防除対策の国布け事業を担当することに

なり、その一つとしてスタイナーネマの

カンショ畑でのハスモンヨトウに対する

防除効果を検討することとなったのが始

まりです。それまでは線虫というものを

見たこのがありませんでしたし、まして

昆虫寄生性線虫の存在すら知 りませんで

した。その後、 2年 前より植物寄生性の

方も、日植防の委託試験でカンショのネ

コプセンチュウを調査することになりま

した。試験法としてベルマン法は知って

いたのですが、いざサンプルを顕微鏡で

覗くと線虫はみんな同じものに見え、ま

たやっと区別 して数えた口針のある線虫

が本当にネコブセンチュウなのか不安を

抱きなが らやっていました。農研セ ン

ターで研修を受けようと思ぅたのも、こ

のような暖昧な技術を解消したかったか

らです。

研修ではまず基本技術を習得 しなけれ

ばなりませんでした。しか し、はじめは

1サ ンプルごとの検鏡に 「はあ―」と溜

息をつ くばかり。また、ネコブセンチュ

ウの会陰紋の標本作製などの細かな作業

はなかなかうまくできず大変苦労 しまし

た。 3か 月で研修課題であったネコブセ

ンチユウの種の同定法や天敵出芽細菌に

よる防除法などを何とか習得しましたが、

線虫の試験研究の厳 しさを身にしみて感

じた次第です。

現在は害虫の試験研究の合間にカ ン

ショのネコプセンチュウの薬剤試験を

やっていますが、今後は研修で習得 した

ことも生かしたいと考えております。

以上、まだまだ線虫の試験研究は経験

不足な私ですが、今後ともよろしくお願

いします。

私 と線虫の狭間の中で

阿部 卓  (MOA全 自連)

今回は 「静岡のクル ミネグサ レセ ン

チュウ被害に対する取り組み」について

の原稿依頼でしたが、今の自分にとって

は大きすぎる課題で頭を抱えてワープロ

に向かっております。私は線虫と関わっ

てまだ数年 しか経っておらず、クル ミネ

グサレセンチュウと付き合い始めて、ほ

んの 1年 間しかなりませんので、今回は

私達が取り組んでいる農業 (MOA自 然

農法)の 紹介とほんの少 しの私と線虫の

関わりを紹介しようと思います。

私の所属するMOA全 自連の正式名称

は、全国MOA自 然農法産地支部連合会

です。現在法人化を目指し取 り組んでお

り、MOA自 然農法を実施 している農家

は、北海道から沖縄までの 305市 町村

に産地支部を形成 し、約 3000戸 の出

荷農家が取り組んでいます。

ここでMOA自 然農法についてですが、

自然農法と聞くと何も入れない放任農法

と思 う人が多いと思いますが、私達が

行ちているMOA自 然農法は、慣行農法
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から単に化学肥料や農薬を除いただけの

ものではなく、提唱者 ・岡田茂吉 (1882
～1955)の理念である 「自然尊重 。自然

順応」を大原則とし、伝承技術と現代農

業の中の優れた考え方や技術の中で、自

然生態系の仕組みを生かした技術を取り

入れ組み立てる生産方式を作 り上げよう

と頑張っております。実際の技術として

は、土壌診断を実施 して田畑の上の内容

状態を生産者が良く理解 した上で、自分

の圃場に適 した有機物主体の土作りを行

うことを基本としています。生産 ・出荷

は 1994年 に制定された 「MOA自 然

農法ガイ ドライン」に基づいて行われ、

検定員により実施者と農地を認定 し、出

荷される農産物に3段 階のラベル表示を

して出荷しております。

私達の本部は、伊豆半島の中央部に位

置する静岡県大仁町の山間にあります。

私と線虫の仕事の関わりは、関連団体で

あるMOA自 然農法大学校 (2年 制)で

3年 前より、線虫の講義が始まったこと

がきっかけです。その講義内容は、線虫
1の

分離法から始まり、分類およびネコブ

セ ンチ ュウ属の同定技術 (会 陰紋、

Pasをc″ガαによる同定)の 習得などの実験

が中心でした。初めて討義を受けた時は、

ネグサレセンチュウ属やネコブセンチュ

ウ属や自活性線虫類を区別することもま

まならず、線虫をす くい取ることなど程

遠い作業だったことを今では思い出しま

す (今でもあまりうまくありませんが)。

1年 間の講義受講終了後、本格的に接

した線虫が、昨年学会で発表 したクル ミ

ネグサレセンチュウでした。

大学校講義の線虫調査は、農場が有機

物投入を主体として土作りを行っている

ためか、植物寄生線虫類より自活性線虫

類の方が多 く、昨年学会で報告 した現地

調査で、これほどネグサレセンチュウ類

を計数 したことに不謹慎にも感動さえ覚

えました。調査地の静岡県伊豆長岡、韮

山は 「韮山イチゴ」の名で知られ、全国

でも有数のイチゴの生産地で、調査 した

農家の圃場は狩野川沿いの灰色低地上の

砂壊土地帯で、近年水田を畑地化 しイチ

ゴの栽培に取り組んでいます。 4月 上旬

の調査では、 3年 前一度回場を見ていた

のでその時と比べ、イチゴの収稜が皆無

の状態に驚きました。 3年 前を考えると

この被害は数年かけ蓄積された被害では

と考えております。聞き取り調査の中で

1993年 の冷害の年に、より被害が大

きくなったとの声もあり、温度とクル ミ

ネグサレセンチュウとの関係を福岡県農

業試験場の 1992年 の報告と照らし合

わせると興味あるところです。 しか し、

被害が発生 している圃場が、土壌消毒を

せずに有機農法を実施 している農家で

あったことに、討義の中で有機物の投入

が植物寄生性線虫を抑制すること聞いて

おりましたのでショックでした。対策と

しては、今回はネグサレセンチュウ属の

対抗植物であるマリーゴール ドを利用 し

ましたが、自然農法にとっては、対抗植

物の利用は有効な手段なので、各種作物

の栽培に体系づけることの大切さを感 じ

ています。 また、 MOA自 然農法 は

「土」を基本としていますので、今後は

「土」と線虫、有機物と線虫の関係につ

いて研究を深められればと思っています。

とりとめのない話を書きましたが、今後

色々なことをご教授願えれば、とこの場

を借りてお願いしてワープロのキーを開

じたいと思います。
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」oint Japan― USA Meetng on

Blological Controlに参加 して

伊藤賢治 (農業研究センター)

この 3月 の終わり、24日から31日にか

けて、アメリカ農務省 (USDA)と の生物

防除に関する共同研究打ち合わせ (Joint

Japan‐USA Mceting on Blological Colltrol)

に参加するためにアメリカに行ってきま

した。まず、この共同研究の正確な名称

は 「環境保全型持続農業における作物保

護のための生物的防除技術の開発と推

進」といい、日本 ・アメリカ両国の科学

技術庁から承認を受けたプロジェク トで

す。作物保護のための生物防除というこ

とで、研究分野は雑草、害虫、線虫、病

害と多岐にわたっています。今回は初年

度なので、どの様な分野でどの様な研究

協力ができるかの打ち合わせです。

会議はサンフランシスコ郊外の Albany

にある USDA‐Agricul出ral Research Service

(ARS)の Western Reaslon Research Center

(WRRC)で 26日朝から27日昼まで行われ、

残 りの 日はワシン トン州の Yakimaと

Pullmanにある研究所の見学にあてられま

した。参加者は全部で23人 (日本側 9

人)で 、その内の4人 が線虫の話題を提

供しました。

会議は参加者がそれぞれ自分の研究あ

るいは自国での研究の現状 。成果などを

紹介 し、その後で総合討論という形をと

りました。初めは Bumce C.Campbcll氏

(WRRC)の  「Molecular Approaches to

Namral Enel■v ldentiflcation」と題したPCR

を用いた天敵生物 (ここではヨナジラミ

の寄生バチ)の 分類についての基調講演

で、その後に雑草、昆虫、線上、病害の

順に16の 話演が進められていきました。

線虫に関連 した講演を順にならべると、

Nematodes to Control lnsect Pests(伊藤賢

治)、 Nematodes to Control Co“on Pests

(Tom Henneber呼 )、 Natural Enemies of

Parasidc Nematodcs(Susan Meycr)、

Blo16gical Control of Root― knot .Nenlatodes

(奈良部孝 )と な ります。

私の発表は大げさな名前が付いていま

すが、主としてタンパク質電気泳動によ

る昆虫病原線虫の識別について述べまし

た。ほとんどの人が、これまでの成果、

あるいは防除法の検討をしているなかで、

防除と直接結び付かない内容だったので

反応は少なかったです。もっとも、発表

原稿をず一っと見ていたので、相手の反

応を見る余裕は全 くありませんでした。

それに引き替えアメリカ側の発表者はみ

んな相手の目を見ながら発表 していて、

内容でももちろんかないませんが、プレ

ゼンテーションの実力の差も思い知らさ

れました。

もう一つの昆虫病原線虫の話題を提供

したHanneberry氏は、アリゾナ州 Phoenix

にある Westem Cotton Rcscarch Laboratory

で綿の害虫防除を研究 している方です。

残念ながら線虫屋ではありませんでした。

発表内容は Srcす″夕/rt夕秘αガθうravなによる綿

害虫 Pink Bollwormの防除試験の結果でし

た。

Pink Bollwomの幼虫は締の若束に入 り

込んで食害 し、綿の品質 。収量に大きな

被害をあたえます。若爽を食べて育った

終齢幼虫が土壌中にもぐって婦化するの

で、そこを Sr,θbrayなで防除するのがね

らいです。 1エ ーカー (約40a)当 たり

100万頭の線虫を接種することによりPillk

Bollworlllの個体数が要防除密度以下に減

少 し、締の被害も無処理に比べて有意に
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減少 したということです。また、散布後

20～40日後までなら半数以上の線虫が土

壌中に生存 しており、防除効果も20日後

までは持続するとのことでした。ちなみ

に試験区の広さは60エーカー (約24ha)

で、私のいる農業研究センターの全団場

面積 (本部地区)に 匹敵します。

この方の英語は私には聞き取りにくく、

もっと多 くの情報があったのかもしれま

せんが、この程度 しか分かりませんでし

た。英語をもっと勉強しなければいけな

いなと痛感しています。

予定では 1日 目に線虫の話題が終了す

るはずだったんですが、議論が自熱 した

のか、日本人向けにゆっくりしゃべって

くれたためか、とにかくHcnneberry氏の

識演で 5時 近 くなったのでここで終了。

Meyerさ んと奈良部さんの識演は翌日に回

されました。この二方の発表については

奈良部さんが書いて下さるはずなのでこ

こでは省略します。

他の分野の話題は聞いている時は面白

かったんですが、メモをとらなかったた

めに、今はほとんど印象に残っていませ

ん。メモの重要さも認識しました。

2日 目の最後に総合討論になりました

が、双方の研究 レベルの違いや目的のず

れなどのため、具体的な研究テーマや研

究体竹Jの提案を行うまでには至りません

でした。アメリカ側の参加者がすでに生

物防除の分野でかなりの実績を上げてい

る人達ばか りなのに、日本側には私のよ

うに生物防除をやったことがない人間が

いたのでは釣り合わないでしょう。結論

としてはそれぞれの分野で個人同士の情

報交換を行い、研究テーマや共同関係に

ついて検討 していこうということになり

ました。線虫の分野でも、Meyerさんと近

い研究をしている農業研究センターの清

水室長が参加できなかったために、具体

的な話を進めることができませんでした。

Hamleber呼さんは忙 しい方なのか 2日 目

にはアリゾナに帰ってしまっていたので、

やはり共同研究についての話をすること

ができませんでした。

会議の次は施設の見学です。残念なこ

とに今回の日程では線虫の研究室のある

Beltsvllle Agricultural Research Celltcr(メ

リーランド州)に 行 くことができません

でした。簡単にどこに行ったかだけ紹介

します。まず、会議の開かれたWRRCで は

雑草の生物防除を研究 している施設を見

せてもらいました。ワシントン州に移動

し て 、 Yakima AgFiCultural Rcscarch

Lおora的り ではコドリンガ、コロラ ドハム

シなどの生物防除やフェロモンを用いた

防除の研究を紹介 してもらい、ワシント

ン州立大学の構内にあるPullmanの研究所

では土壌病害の生物防除についての説明

とセミナーを受けました。どの研究所も

施設が充実 しているのが印象的でした。

施設だけではなく、人材にしてもほとん

どの人が ドクターを持っているし、研究

者のほかにテクニシャンがちゃんといて

研究のサポー トもしっかりしています。

見ていてうらやましいなぁと思っていま

した。

最後に96年度の予定ですが、10月中頃

につくばで会議を開くことになりそうで

す。 3月 の会議は発表者だけの会議で し

たが、今度は一般聴衆も参加できる形に

したいとのことです。まだ予算等の関係

ではっきりしたことは分かりませんが、

もし興味があったら線虫学会のついでに

でも参加 してみてはどうでしょうか。
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Joint 」apan― USA Meeting on

Biological Controlに参加 して

奈良部 孝 く農業研究センター)

本件については前項で伊藤君が詳 しく

書いているので、私の方は簡単な補足に

とどめておきます。

会議期間中、Beitsville線虫研究室の Dr.

Susan Meyerと話す機会があり、米国農務

省の線虫研究事情の一端を聞くことがで

きました。日本でもこの秋から農水省研

究機関の組織再編に伴い研究室の統廃合

が行われ、 60以 上の研究室がなくなり

(統合 ・廃止)ま すがく米国農務省研究

機関 (USDA‐ARS)で はそれ以上の リス ト

ラが行われ、研究所 自体 の閉鎖な ども行

われているそうです。Beltsvllle線虫研究

室でも、日本でもなじみの深いDr.Endo

やPαざ姥″ガαの研究者として知られる Dr.

Sayreなどが引退した後、研究者の補充が

無く、6人いた研究者が現在3人 (Dttid

J,Chit、vood(Research Leader, Nematode

Blochenlist呼), Zafar A,Halldoo(USDA

Ncmatodc Collecdon Curator, Taxonolw),

Susall L.F.Mqycr ofcmatOde Blocontrol

usillg Fungi))ということです。増員を要

求 しているのに予算が通らないと嘆いて

いました。

それはさておき、Meyerさんの講演内容

の要約ですも

「米国では線虫害として最も深刻なも

のの一つにダイズシス トセンチュウによ

るダイズの減収があげられる。このため、

化学薬剤に頼らない安全で安価な防除資

材の開発が求められている。ダイズシス

トセンチュウ卵に寄生する糸状菌を多数

菌株分離し、殺卵効果を調べたところ、

降/rrc,ル7初姥Car4ルの一分離株が効果が高

かった。この糸状菌は殺卵作用のある毒

素または酵素を分泌する。この菌株とダ

イズシス トセンチュウの性フェロモンで

あるVanic acidを併用すると線虫防除効果

が高くなり、圃場試験では無処理区と比

べ併用区は収量が 1.3～ 1.4倍 に増

加 した。散布形態も多数調査 したが、ア

ルギン酸塩の乳化剤で固めた小球状粒子

の形態で散布するのが最も効果的であっ

た。ただ し、この方法では 1エ ーカー

(約40a)当 たり50ド ルのコス トアップ

になるので、さらに安価な方法を検討す

る必要がある。」

Meyerさんはコス トのことをかなり気にし

ていたようですが、実用化に向けて有望

な技術だと思いました。

私の言静演はPttre″rFα′¢″ctransによるト

マ トのサツマイモネコプセンチュウ防除

効果に関するもので、1995年の応動昆大

会 (帯広)で 講演 した内容とほとんど同

じなので、ここでは詳細を省略します。

Meyerさんの回場試験は数エーカー単位な

のに対 し、私の方は 2m× 2m、 8反 復

の結果を圃場試験と称 して出していたの

で、少々恥ずかしい思いをしました。

今回の会議では日本の線虫研究者の代

表が私と伊藤君の 2人 という心許ないも

のでしたが、実績より勉強ということで、

貴重な経験をさせてもらいました。この

経験を以後の研究に活かしたいと思いま

す。
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[編集後記]

◆初夏の陽射 しが眩 しい季節にな りま し

た。少 し遅 くな りま したが、ニュース 7

号をお届けいた します。編集者の視野が

狭 くて申 し訳ないのですが、今回も身近

な方々に原稿をお願 い しま した。星野 さ

んは、昨年10～12月の 3カ 月間九州農試

で朝か ら晩まで熱心に研修 されました。

その精進振 りは数百点のサ ンプルを検鏡

し、10枚以上の成績書を書き上げた事実

に窺えます。阿部さんは、静岡でクル ミ

ネグサレセンチュウの防除試験の関係で

九州農試を 1日訪間されました。全国で

線虫害が無視できないほど広がって (あ

るいは顕在化している)よ うに思います。

全国規模の検診が必要な時期に来ている

のではないでしょうか。私は昨年JICAの

短期専門家として韓国を訪れ、主に中北

部を見て回りましたが、大規模施設によ

る花の栽培が盛んなことに驚かされまし

た。花の線虫害を専門に研究 している若

い研究者にも会いました。日本でも花の

1996年5月25日

日本線虫学会発行

編集責任者 水 久保隆之

九州農業試験場

地域基盤部線虫制御研究室

〒861-11熊本県菊池郡西合志町

大字須屋2421

TEL 096-242-1150(イ 代)

FAX  096-249-1002

線虫害が問題になっているようですが、

取 り組みはまだまだ。少々考えさせ られ

ました。 (水久保隆之)

◆ こ の 線 虫 学 会 ニ ュ ー ス は SONの

Nematology Newsietterのように、会員間の

相互コミュニケーションの場になればい

いなと思います。事務局か らの連絡 とこ

ちらの依頼による原稿だけでな く、会員

の生の声を載せたいものです。組織や地

域の身近な話題、 日頃感 じる疑問 ・質問

など編集部 (下記住所、または学会事務

局 奈良部宛)に ぜひ送ってください。当

ニュースに関するご意見、こんな企画が

あればいいな (線虫に関するQ&Aコ ー

ナーなど)と いうものでも結構です。お

待 ち しています。 7月 は国際線虫学会

(TttNC)で カ リブ海の島に行 って来ま

す。次号で詳細 リポー トを予定。 (奈良

部 孝 )

日本線虫学会ニュース第 7号

編集担当 :水久保隆之 ・奈良部 孝

串田篤彦 ・立石 靖
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